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(57)【要約】
【課題】縦置き型の食品容器Ｆ１のほか、平置き型の食
品容器Ｆ２、Ｆ３を複数、多段に安定かつコンパクトに
収容し運搬することができる構造簡素で安価な多段式包
装容器１０を提供すること。
【解決手段】前後方向に前側開口部１５Ｆ及び後側開口
部１５Ｒを有する筒状の第一収容部１と、この第一収容
部１上に設けられ、前後方向に前側開口部２５Ｆ及び後
側開口部２５Ｒを有する筒状の第二収容部２と、先端側
に持ち手３２が形成された左右一対の翼片部３・３とを
備え、第一収容部１の前側開口部１５Ｆが第二収容部２
の前側開口部２５Ｆよりも前方へ突出し、その突出部分
に食品容器Ｆ１を挿入保持可能な保持孔４を設け、第一
収容部１の後側開口部１５Ｒ及び第二収容部２の後側開
口部２５Ｒに、第一収容部１及び第二収容部２内に収容
した食品容器Ｆ２、Ｆ３の抜け落ちを防ぐ抜止部５を設
けた。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の食品容器を収容し運搬するための多段式包装容器であって、
　矩形状の底板部と、前記底板部の相対向する左右側縁に折り線を介して設けられた左右
一対の第一側壁部と、前記各第一側壁部の上縁間に折り線を介して架け渡された矩形状の
第一天板部とから成り、前記底板部の前後方向に前側開口部及び後側開口部を有する筒状
の第一収容部と、
　前記第一収容部上に設けられ、前記第一天板部と、前記第一天板部に折り線を介して設
けられた左右一対の第二側壁部と、前記各第二側壁部の上縁間に折り線を介して架け渡さ
れた矩形状の第二天板部とから成り、前記底板部の前後方向に前側開口部及び後側開口部
を有する筒状の第二収容部と、
　前記第一収容部の左右側縁に折り線を介して設けられ、先端側に持ち手が形成された左
右一対の翼片部と、
を備え、
　前記第一収容部の前側開口部が前記第二収容部の前側開口部よりも前方へ突出し、前記
第一収容部における前記第一天板部の突出部分に、食品容器を挿入保持可能な保持孔が設
けられ、
　前記第一収容部の後側開口部及び前記第二収容部の後側開口部に、前記第一収容部及び
前記第二収容部内にそれぞれ収容した他の食品容器の抜け落ちを防ぐ抜止部が設けられて
いることを特徴とした多段式包装容器。
【請求項２】
　前記抜止部が、
　前記第一収容部の後側開口部において、前記底板部及び前記第一側壁部に前記折り線を
跨いで設けられた第一切込みにより形成された第一逆折片と、
　前記第二収容部の後側開口部において、前記第二天板部及び前記第二側壁部に前記折り
線を跨いで設けられた第二切込みにより形成された第二逆折片と、
から構成されており、
　前記第一逆折片を前記第一収容部の後側開口部の内側へ逆折りすることにより前記第一
収容部内に収容した食品容器の抜け落ちを防ぎ、前記第二逆折片を前記第二収容部の後側
開口部の内側へ逆折りすることにより前記第二収容部内に収容した食品容器の抜け落ちを
防ぐことを特徴とした請求項１に記載の多段式包装容器。
【請求項３】
　前記抜止部が、
　前記底板部の後端縁に折り線を介して設けられた舌片と、
　前記第二天板部に設けられ、前記舌片の先端側を差込み可能な差込切れ目と、
から構成されており、
　前記舌片の先端側を前記差込切れ目に差し込むことにより前記第一収容部及び前記第二
収容部内にそれぞれ収容した食品容器の抜け落ちを防ぐことを特徴とした請求項１に記載
の多段式包装容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多段式包装容器、より詳しくは、複数の食品容器を多段に収容し運搬するこ
とができる多段式包装容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の食品容器を保持して運搬するための手提げ包装容器として、例えば下記特
許文献１に記載のものが知られている。この包装容器は、飲料を収容した紙コップ等の飲
料容器を保持する複数の保持孔を備えた容器保持部と、この容器保持部を支持して手提げ
するための本体部とから構成されている。
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【０００３】
　しかしながら、この包装容器は、紙コップ等の飲料容器を単に横並び状態で保持するも
のに過ぎず、これら紙コップ等の縦置き型の食品容器のほか、例えば弁当箱等の平置き型
の食品容器を同時に保持し運搬するものではなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平３－６０２６６号公報（第５図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、従来の包装容器に上記のような難点があったことに鑑みて為されたもので、
紙コップ等の縦置型の食品容器のほか、例えば弁当箱等の平置き型の食品容器を複数、多
段に安定かつコンパクトに収容し運搬することができる構造簡素で安価な多段式包装容器
を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、複数の食品容器を収容し運搬するための多段式包装容器であって、
　矩形状の底板部と、前記底板部の相対向する左右側縁に折り線を介して設けられた左右
一対の第一側壁部と、前記各第一側壁部の上縁間に折り線を介して架け渡された矩形状の
第一天板部とから成り、前記底板部の前後方向に前側開口部及び後側開口部を有する筒状
の第一収容部と、
　前記第一収容部上に設けられ、前記第一天板部と、前記第一天板部に折り線を介して設
けられた左右一対の第二側壁部と、前記各第二側壁部の上縁間に折り線を介して架け渡さ
れた矩形状の第二天板部とから成り、前記底板部の前後方向に前側開口部及び後側開口部
を有する筒状の第二収容部と、
　前記第一収容部の左右側縁に折り線を介して設けられ、先端側に持ち手が形成された左
右一対の翼片部と、を備え、
　前記第一収容部の前側開口部が前記第二収容部の前側開口部よりも前方へ突出し、前記
第一収容部における前記第一天板部の突出部分に、食品容器を挿入保持可能な保持孔が設
けられ、前記第一収容部の後側開口部及び前記第二収容部の後側開口部に、前記第一収容
部及び前記第二収容部内にそれぞれ収容した他の食品容器の抜け落ちを防ぐ抜止部が設け
られていることを特徴としている。
【０００７】
　また、本発明は、前記抜止部が、前記第一収容部の後側開口部において、前記底板部及
び前記第一側壁部に前記折り線を跨いで設けられた第一切込みにより形成された第一逆折
片と、前記第二収容部の後側開口部において、前記第二天板部及び前記第二側壁部に前記
折り線を跨いで設けられた第二切込みにより形成された第二逆折片と、から構成されてお
り、
　前記第一逆折片を前記第一収容部の後側開口部の内側へ逆折りすることにより前記第一
収容部内に収容した食品容器の抜け落ちを防ぎ、前記第二逆折片を前記第二収容部の後側
開口部の内側へ逆折りすることにより前記第二収容部内に収容した食品容器の抜け落ちを
防ぐことを特徴としている。
【０００８】
　また、本発明は、前記抜止部が、前記底板部の後端縁に折り線を介して設けられた舌片
と、前記第二天板部に設けられ、前記舌片の先端側を差込み可能な差込切れ目と、から構
成されており、
　前記舌片の先端側を前記差込切れ目に差し込むことにより前記第一収容部及び前記第二
収容部内にそれぞれ収容した食品容器の抜け落ちを防ぐことを特徴としている。
【発明の効果】
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【０００９】
　本発明に係る多段式包装容器によれば、上下に形成された第一収容部及び第二収容部内
にそれぞれ平置き型の食品容器を収容することができ、さらに下段の第一収容部を上段の
第二収容部よりも前方へ突出させ、その突出部分に設けた保持孔により縦置き型の食品容
器を保持することができるので、紙コップ等の縦置き型の食品容器のみならず、弁当箱等
の平置き型の食品容器も同時に複数個、安定かつコンパクトに保持し運搬することができ
る。
【００１０】
　しかも、第一収容部の突出部分に設けた保持孔で保持した食品容器によって、第一収容
部及び第二収容部内にそれぞれ収容した食品容器が前方へ抜け落ちるのを防ぐことができ
、第一収容部及び第二収容部の後側開口部に設けた抜止部によって、各食品容器が後方へ
抜け落ちるのを防ぐことができる。したがって、第一収容部及び第二収容部の前後の開口
部を、例えば複数のフラップ等で封止する必要がなく、構造簡素で安価な包装容器を提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施形態の多段式包装容器を斜め前方から見た斜視図である。
【図２】本実施形態の多段式包装容器を斜め後方から見た斜視図である。
【図３】本実施形態の多段式包装容器の第一収容部及び第二収容部の展開図である。
【図４】本実施形態の多段式包装容器の翼片部の展開図である。
【図５】本実施形態の多段式包装容器の組立説明図である。
【図６】本実施形態の多段式包装容器に複数の食品容器を収容する手順を説明する斜視図
である。
【図７】本実施形態の多段式包装容器に複数の食品容器を収容する手順を説明する斜視図
である。
【図８】本実施形態の多段式包装容器に複数の食品容器を収容する手順を説明する斜視図
である。
【図９】本発明に係る多段式包装容器の他の実施形態を斜め後方から見た斜視図である。
【図１０】本発明に係る多段式包装容器の他の実施形態の抜止部の操作手順を説明する斜
視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１及び図２に示すように、本実施形態の多段式包装容器１０は、食品容器を収容可能
な筒状の第一収容部１と、この第一収容部１上に設けられ、他の食品容器を収容可能な筒
状の第二収容部２と、第一収容部１の左右両側に設けられ、これら第一収容部１及び第二
収容部２を手提げするための左右一対の翼片部３・３とから構成されている。
【００１３】
　第一収容部１は、矩形状の底板部１１と、底板部１１の相対向する左右側縁に折り線を
介して設けられた左右一対の第一側壁部１２・１２と、各第一側壁部１２の上縁間に折り
線を介して架け渡された矩形状の第一天板部１３とから角筒形状に形成されており、底板
部１１の前後方向に前側開口部１５Ｆ及び後側開口部１５Ｒが形成されている。
【００１４】
　第二収容部２は、上記第一収容部１の第一天板部１３と、第一天板部１３の相対向する
左右側縁に折り線を介して設けられた左右一対の第二側壁部２２・２２と、各第二側壁部
２２の上縁間に折り線を介して架け渡された矩形状の第二天板部２３とから角筒形状に形
成されており、底板部１１の前後方向に前側開口部２５Ｆ及び後側開口部２５Ｒが形成さ
れている。この第二収容部２の第二天板部２３には、例えばスプーン、フォーク等の飲食
用具を差込み可能な複数の保持切れ目２６が設けられている。
【００１５】
　図１に示すように、第一収容部１の前側開口部１５Ｆは、第二収容部２の前側開口部２
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５Ｆよりも前方へ突出している。即ち、第一収容部１の前後方向の奥行寸法Ｌ１が、第二
収容部２の前後方向の奥行寸法Ｌ２よりも大きくされている。そして、この第一収容部１
における第一天板部１３の突出部分に、紙コップ等の縦置き型の食品容器を挿入保持可能
な保持孔４が設けられている。保持孔４の孔縁部には、複数の突片４１がミシン目４２を
介して設けられており、保持孔４内に挿入した食品容器を安定に保持する。また、第一天
板部１３の突出部分には、保持孔４のほか、例えばストロー、フォーク等の飲食用具やお
手拭等の付属品を差込み可能なＸ字形状の複数の保持切れ目４３が設けられている。
【００１６】
　なお、本実施形態では、第一収容部１の後側開口部１５Ｒの位置と第二収容部２の後側
開口部２５Ｒの位置とを揃えているが、例えば、収容する食品容器の種類、形状、大きさ
等に応じて、第一収容部１の後側開口部１５Ｒを第二収容部２の後側開口部２５Ｒよりも
後方へ突出させたり、第二収容部２の後側開口部２５Ｒを第一収容部１の後側開口部１５
Ｒよりも後方へ突出させたりしてもよい。
【００１７】
　図２に示すように、第一収容部１の後側開口部１５Ｒ及び第二収容部２の後側開口部２
５Ｒには、これら第一収容部１及び第二収容部２内にそれぞれ収容した食品容器の抜け落
ちを防ぐための抜止部５が設けられている。
【００１８】
　本実施形態の抜止部５は、第一収容部１の後側開口部１５Ｒにおいては、底板部１１及
び第一側壁部１２に、これら底板部１１と第一側壁部１２との間の折り線を跨いで設けら
れた第一切込み５１により形成された第一逆折片５２から構成されており、第二収容部２
の後側開口部２５Ｒにおいては、第二天板部２３及び第二側壁部２２に、これら第二天板
部２３と第二側壁部２２との間の折り線を跨いで設けられた第二切込み５３により形成さ
れた第二逆折片５４から構成されている。
【００１９】
　翼片部３は、第一収容部１の左右両側の下部に折り線を介して設けられており、各先端
側に持ち手３２が形成されている。本実施形態では、各翼片部３の先端側に切込み３３を
設けることにより長円形状の折曲片３４を形成し、この折曲片３４を折り曲げることによ
り翼片部３の先端側に長円形状の開口部を設け、この開口部と翼片部３の先端縁との間に
持ち手３２を形成している。また、各翼片部３には、例えばリボン等の装飾品を取り付け
るための複数の切れ目３５が設けられている。
【００２０】
　本実施形態の多段式包装容器１０は、図３～図５に示すように、板紙を所定形状に打抜
き加工して得た二枚のブランクシートＢ１、Ｂ２を折曲げ加工することにより組み立てら
れている。
【００２１】
　多段式包装容器１０の第一収容部１及び第二収容部２は、図３に示す第一ブランクシー
トＢ１を折曲げ加工して組み立てられている。第一ブランクシートＢ１は、ほぼ中央に矩
形状の底板部１１を備え、この底板部１１の相対向する左右側縁に折り線１１１を介して
左右一対の第一側壁部１２・１２が連続し、右側の第一側壁部１２の右側縁に折り線１２
１を介して第一天板部１３が連続し、第一天板部１３の右側縁に折り線１３１を介して第
一糊代部１４が連続している。他方、左側の第一側壁部１２の左側には第二側壁部２２が
連続し、第二側壁部２２の左側縁に折り線２２１を介して第二天板部２３が連続し、第二
天板部２３の左側縁に折り線２３１を介して第二側壁部２２が連続し、第二側壁部２２の
左側に第二糊代部２４が連続している。
【００２２】
　この第一ブランクシートＢ１を、図５（ａ）に示すように、各折り線（１１１、１２１
、１３１、２２１、２３１）で全て谷折りし、そして、図５（ｂ）に示すように、第一糊
代部１４を左側の第一側壁部１２に貼り合せるとともに、第二糊代部２４を右側の第一側
壁部１２に貼り合せることによって、第一収容部１及び第二収容部２が上下二段に組み立
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てられる。
【００２３】
　翼片部３は、図４に示す第二ブランクシートＢ２を折曲げ加工して組み立てられる。第
二ブランクシートＢ２は、その中央に上記第一ブランクシートＢ１の底板部１１と同形状
の連結部３１を備え、この連結部３１の相対向する左右側縁に折り線３１１を介して左右
一対の翼片部３・３が連続している。
【００２４】
　この第二ブランクシートＢ２を、図５（ａ）に示すように、その連結部３１で第一ブラ
ンクシートＢ１の底板部１１と貼り合わせて一体化し、図５（ｂ）に示すように、左右の
翼片部３を折り線３１１で谷折りすることによって、第一収容部１の左右側縁の下部に折
り線３１１を介して翼片部３・３が設けられる。
【００２５】
　このように本実施形態の多段式包装容器１０は、板紙から成るブランクシートの折曲げ
加工により組み立てられ、第一収容部１及び第二収容部２の各開口部が長方形状を成して
いるので、多段式包装容器１０全体をシート状に折り畳むことができる。したがって、多
段式包装容器１０を多数枚、折り畳んだ状態で積層することができ、嵩張ることなく保管
し、運搬することができる。
【００２６】
　次に、図６～図８を参照しながら本実施形態の多段式包装容器１０の使用手順について
説明する。
【００２７】
　まず、シート状に折り畳まれた多段式包装容器１０を準備し、その第一収容部１及び第
二収容部２を起立させ、図６に示すように、第一収容部１の保持孔４内へ、例えば蓋付き
飲料カップ等の縦置き型の食品容器Ｆ１を上方から挿入することにより、食品容器Ｆ１を
保持孔４で保持させる。この食品容器Ｆ１の挿入により第一収容部１及び第二収容部２の
起立状態を維持することができる。そして、これら第一収容部１及び第二収容部２を起立
させたまま、第一収容部１内へ、例えば窓付き食品ボックス等の平置き型の食品容器Ｆ２
を後側開口部１５Ｒ側から挿入するとともに、第二収容部２内へ、他の平置き型の食品容
器Ｆ３を後側開口部２５Ｒ側から挿入することにより、第一収容部１及び第二収容部２内
にそれぞれ食品容器Ｆ２、Ｆ３を収容させる。
【００２８】
　次いで、図７に示すように、第一収容部１の抜止部５の第一逆折片５２を後側開口部１
５Ｒの内側へ逆折りすることにより、第一収容部１内に収容した食品容器Ｆ２の抜け落ち
を防ぐとともに、第二収容部２の抜止部５の第二逆折片５４を後側開口部２５Ｒの内側へ
逆折りすることにより、第二収容部２内に収容した食品容器Ｆ３の抜け落ちを防ぐ。
【００２９】
　なお、必要に応じて、第一収容部１の第一天板部１３の保持切れ目４３に例えばストロ
ー等の飲食用具Ｇ１を差込み固定することができ、また、第二収容部２の第二天板部２３
の保持切れ目２６に例えばスプーン等の飲食用具Ｇ２を差込み固定することができる。
【００３０】
　そして、図８に示すように、左右一対の翼片部３・３を上方へ立ち上げ、一方の翼片部
３の折曲片３４を他方の翼片部３の開口部に通して左右の持ち手３２をまとめることによ
り、複数の食品容器（Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３）を第一収容部１及び第二収容部２内に収容し、
安定に手提げ運搬することが可能となる。必要に応じて、各翼片部３の切れ目３５を利用
して、リボン等の装飾品を取り付けてもよい。
【００３１】
　このように本実施形態の多段式包装容器１０によれば、上下二段に形成された第一収容
部１及び第二収容部２内にそれぞれ平置き型の食品容器（Ｆ２、Ｆ３）を収容することが
でき、さらに下段の第一収容部１を上段の第二収容部２よりも前方へ突出させ、その突出
部分に設けた保持孔４により縦置き型の食品容器Ｆ１を保持することができるので、紙コ
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ップ等の縦置き型の食品容器のみならず、弁当箱等の平置き型の食品容器も同時に複数個
、安定かつコンパクトに保持し運搬することができる。
【００３２】
　しかも、第一収容部１の突出部分に設けた保持孔４で保持した食品容器Ｆ１によって、
第一収容部１及び第二収容部２内にそれぞれ収容した食品容器（Ｆ２、Ｆ３）が前方へ抜
け落ちるのを防ぐことができ、そして、第一収容部１及び第二収容部２の後側開口部に設
けた抜止部５によって、各食品容器（Ｆ２、Ｆ３）が後方へ抜け落ちるのを防ぐことがで
きる。したがって、第一収容部１及び第二収容部２の前後の開口部を、例えば複数のフラ
ップ等で封止する必要がなく、構造簡素で安価な包装容器を提供することができ、また、
第一収容部１及び第二収容部２における食品容器の挿入・取出し操作を容易に行うことが
できる。
【００３３】
　さらに、本実施形態の多段式包装容器１０によれば、抜止部５が、第一収容部１及び第
二収容部２の後側開口部にそれぞれ形成された第一逆折片５２及び第一逆折片５４により
構成されているので、食品容器の抜止め操作、及びその解除操作をワンタッチで行うこと
ができ、取扱い性をより向上させることができる。
【００３４】
　以上、本実施形態の多段式包装容器１０について説明したが、本発明は他の実施形態で
も実施することができる。
【００３５】
　例えば、図９及び図１０に示す多段式包装容器２０のように、食品容器の抜け落ちを防
ぐ抜止部６を、底板部１１の後端縁に折り線を介して設けられた舌片６１と、第二天板部
２３に設けられ、舌片６１の先端側を差込み可能な差込切れ目６２とから構成してもよい
。この多段式包装容器２０によれば、第一収容部１及び第二収容部２内にそれぞれ収容し
た食品容器（Ｆ２、Ｆ３）の抜け落ちを同時に防ぐことが可能となる。
【００３６】
　また、上記実施形態では、第一収容部１及び第二収容部２を上下二段に形成しているが
、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、第一収容部１及び／又は第二収容部
２内に棚板部を設けたり、上段の第二収容部２上に更に他の筒状の収容部を設けたりする
ことによって、食品容器を多段式に収容できるようにしてもよい。
【００３７】
　また、上記実施形態では、第一収容部１の突出部分に設けた保持孔４に、縦置き型の食
品容器Ｆ１の例として、蓋付き飲料カップ等の飲料容器を保持させているが、例えば、上
方に開口部を備え、複数の棒状食品を立てて収容する食品容器や、平置き型の食品容器を
保持孔４に保持させるようにしてもよい。保持孔４内に挿入された各種の食品容器が第一
天板部１３の上方及び下方へ突出していれば、第一収容部１及び第二収容部２内にそれぞ
れ収容した食品容器の後方への抜け落ちを防ぐことができる。保持すべき食品容器の種類
、形状、大きさ等に応じて、保持孔４の形状、大きさ等を適宜、設計変更することができ
る。
【００３８】
　また、上記実施形態では、第一収容部１の前側開口部１５Ｆ及び後側開口部１５Ｒの開
口幅寸法を、第二収容部２の前側開口部２５Ｆ及び後側開口部２５Ｒの開口幅寸法と同じ
にしているが、例えば、第一収容部１の開口幅寸法を第二収容部２の開口幅寸法よりも大
きくしたり、第二収容部２の開口幅寸法を第一収容部１の開口幅寸法よりも大きくしたり
してもよい。これら第一収容部１及び第二収容部２内に収容する食品容器の種類、形状、
大きさ等に応じて種々の設計変更が可能である。
【００３９】
　本発明は、その他、その趣旨を逸脱しない範囲内で、当業者の知識に基づいて種々の改
良、修正、変形を加えた態様で実施し得るものである。また、同一の作用又は効果が生じ
る範囲内でいずれかの発明特定事項を他の技術に置換した形態で実施してもよく、また、
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一体に構成されている発明特定事項を複数の部材から構成したり、複数の部材から構成さ
れている発明特定事項を一体に構成した形態で実施してもよい。
【符号の説明】
【００４０】
１０、２０　多段式包装容器
１　第一収容部
１１　底板部
１２　第一側壁部
１３　第一天板部
１５Ｆ（第一収容部の）前側開口部
１５Ｒ（第一収容部の）後側開口部
２　第二収容部
２２　第二側壁部
２３　第二天板部
２５Ｆ（第二収容部の）前側開口部
２５Ｒ（第二収容部の）後側開口部
３　翼片部
３２　持ち手
４　保持孔
５、６　抜止部
５１　第一切込み
５２　第一逆折片
５３　第二切込み
５４　第二逆折片
６１　舌片
６２　差込切れ目
Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３　食品容器
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【図８】

【図９】

【図１０】

【手続補正書】
【提出日】令和2年5月11日(2020.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　複数の食品容器を収容し運搬するための多段式包装容器であって、
　矩形状の底板部と、前記底板部の相対向する左右側縁に折り線を介して設けられた左右
一対の第一側壁部と、前記各第一側壁部の上縁間に折り線を介して架け渡された矩形状の
第一天板部とから成り、前記底板部の前後方向に前側開口部及び後側開口部を有する筒状
の第一収容部と、
　前記第一収容部上に設けられ、前記第一天板部と、前記第一天板部に折り線を介して設
けられた左右一対の第二側壁部と、前記各第二側壁部の上縁間に折り線を介して架け渡さ
れた矩形状の第二天板部とから成り、前記底板部の前後方向に前側開口部及び後側開口部
を有する筒状の第二収容部と、
　前記第一収容部の左右側縁に折り線を介して設けられ、先端側に持ち手が形成された左
右一対の翼片部と、
を備え、
　前記第一収容部の前側開口部が前記第二収容部の前側開口部よりも前方へ突出し、前記
第一収容部における前記第一天板部の突出部分に、食品容器を挿入保持可能な保持孔が設
けられ、
　前記第一収容部の後側開口部及び前記第二収容部の後側開口部にのみ、前記第一収容部
及び前記第二収容部内にそれぞれ収容した他の食品容器の、前記第一収容部の後側開口部
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及び前記第二収容部の後側開口部からの抜け落ちを防ぐ抜止部が設けられており、
　前記保持孔に挿入した食品容器により前記第一収容部及び前記第二収容部内にそれぞれ
収容した他の食品容器の、前記第一収容部の前側開口部及び前記第二収容部の前側開口部
からの抜け落ちを防ぐことを特徴とした多段式包装容器。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、複数の食品容器を収容し運搬するための多段式包装容器であって、
　矩形状の底板部と、前記底板部の相対向する左右側縁に折り線を介して設けられた左右
一対の第一側壁部と、前記各第一側壁部の上縁間に折り線を介して架け渡された矩形状の
第一天板部とから成り、前記底板部の前後方向に前側開口部及び後側開口部を有する筒状
の第一収容部と、
　前記第一収容部上に設けられ、前記第一天板部と、前記第一天板部に折り線を介して設
けられた左右一対の第二側壁部と、前記各第二側壁部の上縁間に折り線を介して架け渡さ
れた矩形状の第二天板部とから成り、前記底板部の前後方向に前側開口部及び後側開口部
を有する筒状の第二収容部と、
　前記第一収容部の左右側縁に折り線を介して設けられ、先端側に持ち手が形成された左
右一対の翼片部と、
を備え、
　前記第一収容部の前側開口部が前記第二収容部の前側開口部よりも前方へ突出し、前記
第一収容部における前記第一天板部の突出部分に、食品容器を挿入保持可能な保持孔が設
けられ、
　前記第一収容部の後側開口部及び前記第二収容部の後側開口部にのみ、前記第一収容部
及び前記第二収容部内にそれぞれ収容した他の食品容器の、前記第一収容部の後側開口部
及び前記第二収容部の後側開口部からの抜け落ちを防ぐ抜止部が設けられており、
　前記保持孔に挿入した食品容器により前記第一収容部及び前記第二収容部内にそれぞれ
収容した他の食品容器の、前記第一収容部の前側開口部及び前記第二収容部の前側開口部
からの抜け落ちを防ぐことを特徴としている。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　また、上記実施形態では、第一収容部１の突出部分に設けた保持孔４に、縦置き型の食
品容器Ｆ１の例として、蓋付き飲料カップ等の飲料容器を保持させているが、例えば、上
方に開口部を備え、複数の棒状食品を立てて収容する食品容器や、平置き型の食品容器を
保持孔４に保持させるようにしてもよい。保持孔４内に挿入された各種の食品容器が第一
天板部１３の上方及び下方へ突出していれば、第一収容部１及び第二収容部２内にそれぞ
れ収容した食品容器の前方への抜け落ちを防ぐことができる。保持すべき食品容器の種類
、形状、大きさ等に応じて、保持孔４の形状、大きさ等を適宜、設計変更することができ
る。
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